
パンチの効いた香ばしさが、中華や韓国料理など濃い味つけにぴったり。
漬け込みダレや隠し味に使うと、肉や魚の臭みを抑えて
料理の仕上がりがランクアップします。

深煎り、濃厚、料理際立つ。

純正ごま油濃口         600gPET

株主の皆さまへ

第63期
株主通信

2019年4月1日～2020年3月31日
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当期の業績
　当期の日本経済は、米中貿易摩擦を背景とした輸出の減
速、消費税率引き上げの影響等による個人消費の落ち込み、
年明けの新型コロナウイルス問題による経済活動の停滞
等、先行き不透明な状況が続きました。
　食品業界では、人口減にともなう国内市場の収縮傾向の
中、差別化による市場シェア確保、海外市場の開拓、新た
な付加価値創出、安全性確保等への継続的な対応が求めら
れています。
　このような状況下、当社グループでは、顧客ニーズや用
途多様性に着目した販促に取り組みつつ、ごま油原料相場
の高騰に見合う販売価格の是正に注力しました。
　コスト面では、原料費の大幅増、新工場の減価償却費等
の発生により、売上原価は前期比107.4％となった一方、
販管費は家庭用ごま油の販促費圧縮等により前期比
90.1％となりました。
　以上の結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高
33,781百万円（前期比598百万円減）、経常利益は3,462
百万円（前期比969百万円減）、親会社株主に帰属する当期
純利益は2,552百万円（前期比396百万円減）となりました。

　株主の皆様には日頃より格別のご高配を賜り、厚
く御礼申し上げます。また、このたびの新型コロナウ
イルスに罹患された皆様にお見舞い申し上げますと
ともに、困難な状況におられる皆様の一日も早いご
回復を心よりお祈りいたします。

トップメッセージ

代表取締役社長代表取締役会長

売上高 2019年3月期 2020年3月期
前期比

増減金額 増減率

ごま油 24,639 24,079 △559 △2.3%

食品ごま 8,823 8,867 44 0.5%

脱脂ごま他 917 834 △83 △9.1%

合　計 34,380 33,781 △598 △1.7%
※金額は表示単位未満切捨て

ごま油
71%

売上高
33,781
百万円

食品ごま
26%

脱脂ごま他 3%（百万円）
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売上高 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

単　体 連　結
63期

33,781

59期

27,131

62期

34,380

61期

30,601

60期

28,508

単　体 連　結
63期

2,552

59期

1,436

62期

2,949

61期

3,465

60期

2,673

単　体 連　結
63期

3,462

59期

2,282

62期

4,432

61期

5,138

60期

3,375

※61期より、連結財務諸表を作成しております。　60期以前は連結財務諸表を作成しておりませんので、単体財務諸表より記載しております。

（百万円） （百万円）（百万円）

来期の見通し
　新型コロナウイルス問題にともない、国内景気の起爆
剤と期待されたオリンピックの延期等、厳しい局面を迎
えています。
　ごま油・食品ごま市場では、同ウイルスが及ぼす外食
産業への影響が懸念される一方で、内食需要が伸びると
の観測もあり、家庭用・業務用に偏らない展開を行って
いる当社グループに及ぼす影響は軽微であると考えて
います。
　また、ごま原料仕入におきましても、足元の買付状況
や在庫水準を考慮すると来期（2021年3月期）の業績
への影響は限定的であると考えています。生産では、従
来の一工場体制から、袖ケ浦新工場の稼働により、将来
の需要増および不測の事態に備えて二工場体制としま
した。
　以上のことから、終息時期を含む不透明な先行きを考
慮し、来期の業績見通しには新型コロナウイルスの影響
を含めておりません。
　来期の業績見通しは、売上高35,000百万円、経常利
益は新工場の減価償却負担等により1,800百万円、親会

社株主に帰属する当期純利益1,180百万円の増収減益
決算を予想しています。

株主還元
　当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重点政策の
一つとして位置付けており、配当性向の目標は単体の当
期純利益の40％を目処としております。ただし、業績に
関わらず1株当たり20円以上の配当を継続して行える
よう努力してまいります。
　この配当政策に基づき、来期の期末配当金については、
1株につき普通配当50円と予想しております。
　株主の皆様におかれましては、引き続き、ご理解とご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
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Africa

Q A
ごまの

&

袖ケ浦工場竣工
　昨今の健康志向の消費者ニーズの高まり等によりごま油の市
場が拡大する中、製品供給能力の増強や災害等に対応した事業継
続等を目的として、千葉県袖ケ浦市に建設を進めておりました当
社2か所目の製造拠点となる「袖ケ浦工場」が2020年2月に竣工
しました。
　袖ケ浦工場では業務用ごま油の主要製品としてポリボトル製
品（1650g）と一斗缶製品（16.5kg）の製造・充填を開始しており
ます。また、地域への環境の配慮として、水質汚濁の防止、大気汚
染の防止、騒音防止と臭気対策にも努めております。
　小豆島工場と袖ケ浦工場の二工場体制のスタートにより、当社
は製品の安定供給や付加価値のある製品開発をより一層強化し
てまいります。

ごま油は、どんな「ごま」から絞るの？

　日本でなじみ深いのは、「白ごま」「黒ごま」ですが、アフリカでは濃淡の混じった「茶ごま」
の方がなじみがあるようです。「茶ごま」は日本では「ミックスごま」と呼ばれ、ごま油用の原

料として用いられています。白・黒・茶は見た目の違いで栄養価
や味などは変わりありません。焙煎することにより表皮の色に
関係なく、ごま油特有の色と芳醇な香りが生まれます。

TOPICS

袖ケ浦工場概要
所 在 地 千葉県袖ケ浦市椎の森385-41

敷地面積 83,823㎡

建築面積 8,550㎡
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かどや製油の戦略

人口減少や少子高齢化の進展、環境問題の深刻化など
取り巻く外部環境が著しく変化する状況下、2020年に袖ケ浦工場が稼働しました。

当社にとって大きな節目であり、2020年度を第ニの創業と捉え、“次に向けた意識改革”を行うべく、
2020年5月、かどや製油グループ長期ビジョンを策定しました。

グループ長期ビジョンの実現に向け、中期経営計画を策定しました。
役職員全員が一丸（ONE Kadoya）となり、

新たな事業戦略、経営基盤の再構築などを実行してまいります。　
更には、ビジネスを通じて持続可能な社会の実現（SDGs）や

社会課題の解決にも積極的に取り組み、企業価値を高めてまいります。

中期経営計画『ONE Kadoya2025』がスタート（2020年6月）グループ長期ビジョンを策定

事業戦略
◆ かどやファンの着実な底上げに向けた取組強化
◆ お客様や社会のニーズに応える新たな価値の提供
◆ 海外事業の強化
◆ カタギ食品との連携強化
◆ 販売チャネルの拡充

かどや製油グループ長期ビジョン

ごまのリーディングカンパニーとして

「 変革と挑戦！ 健康と笑顔を届けるNo.1を目指す！」

常に変革への意識を持ち、時代が求める新しい価値を創造する

お客様、株主、ビジネスパートナー、地域社会、従業員など全ての
ステークホルダーに喜んでもらえるNo1の存在でありたい

一人ひとりが “自ら考え、動き、発信する” 企業風土を
創りあげたいとの強い思いが込められています

持続可能な社会実現に向けた取組（SDGsを意識した経営）

◆ CO2削減、食品ロスへの着実な取組等

経営基盤の再構築
◆ 「安心・安全」に対する不断の取組（信頼の根幹）
◆ 人事制度の見直し
◆ 研究開発機能の強化
◆ 生産体制の最適化
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代表取締役会長
代表取締役社長
取締役
取締役

小澤　二郎
久米　敦司
戸倉　章博
井尻　尚宏

取締役
取締役
取締役
取締役

佐藤　圭介
高野　純平
中山　裕章
川上　三知男

商号 かどや製油株式会社
（KADOYA SESAME MILLS INCORPORATED）

資本金 21億6,000万円

創業 安政5年（西暦1858年）

設立 1957年5月2日

営業品目 印・純正ごま油、純白ごま油、ラー油
印・食品用ごま製品
印・脱脂ごま

従業員数 346名（連結：480名）

取引銀行 みずほ銀行 五反田支店
三井住友銀行 五反田支店
三菱UFJ信託銀行 本店
三菱UFJ銀行 五反田支店

事業所 本社／〒141−0031
　東京都品川区西五反田8丁目2番8号
　電話03（3492）5545（代表）
　FAX03（3492）5985
小豆島工場／〒761−4101
　香川県小豆郡土庄町甲6188
　電話0879（62）1133（代表）
　FAX0879（62）1135
袖ケ浦工場／〒299−0247
　千葉県袖ケ浦市椎の森385-41
　電話0438（38）5014（代表）
　FAX0438（38）5019
支店／仙台支店、東京支店、名古屋支店

大阪支店、広島支店、福岡支店
営業所／札幌営業所

子会社 カタギ食品株式会社

会社概要 （2020年3月31日現在）

役員 （2020年6月23日現在）

取締役
常勤監査役
常勤監査役
監査役

石塚　昭夫
菱田　州男
西村　泰彦
井上　裕規

札幌営業所

仙台支店

名古屋支店

大阪支店

小豆島工場

広島支店

福岡支店

本社
東京支店

監査役
監査役

秋元　建夫
磯貝　進

ネットワーク

袖ケ浦工場
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日頃の感謝を込めて、毎年3月31日現在
100株以上お持ちの株主様へ、「ごま製品
詰め合せセット」を贈呈しております。 
本年も小豆島ならではの特産品も含めた
特製セットをお届けします。
ご家族やご友人の皆様でお試しいただけ
ましたら幸いです。 

100株以上保有株主様への贈呈品例

1,000株以上保有株主様への贈呈品例

株主優待制度について

割当基準日 3月31日

基 準

所有株式数
100株以上保有の株主様
所有株式数
1,000株以上保有の株主様

内 容
1,500円相当の当社製品詰合せ
3,500円相当の当社製品詰合せ

贈 呈 時 期 お届けは5月下旬頃になります。

1

1

2

2

本社 〒141-0031 東京都品川区西五反田8丁目2番8号 
TEL 03(3492)5545 　FAX 03(3492)5985 
https://www.kadoya.com/

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
基準日 毎年3月31日

そのほか必要ある場合には、あらかじめ
公告いたします。

定時株主総会 毎年6月下旬
期末配当金支払株主確定日 毎年3月31日
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

( 電話お問合せ
 郵便物送付先 ) 〒137−8081 

新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-232-711(通話料無料)

公告方法 電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由により、電子
公告をすることができない場合は、日本経済新聞
に掲載いたします。

〈公告掲載アドレス〉 https://www.kadoya.com/
上場取引所 東京証券取引所 市場第1部
証券コード 2612

株主メモ

株式の状況 （2020年3月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 16,000,000株
(2) 発行済株式の総数 9,400,000株
(3) 株主数 7,042名

大株主 （上位10名）
三菱商事株式会社 2,477,000 株
三井物産株式会社 2,019,500 株
小澤物産株式会社 1,063,186 株
小澤商事株式会社 428,314 株
国分グループ本社株式会社 300,000 株
日清食品ホールディングス株式会社 300,000 株
伊藤忠商事株式会社 200,000 株
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 150,100 株
株式会社J−オイルミルズ 100,000 株
日本山村硝子株式会社 100,000 株

大株主 （上位10名）


